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ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意
！ 

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ 

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局 

各
市
町
村
・各
農
協
・各
森
林
組
合 

等 
 

発
行
元 

  
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー 
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話 
０
９
８
２
（６
６
）
２
８
８
８ 

 

皆
さ
ん
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。 

 
ど
ん
な
動
物
？ 

 

北
米
原
産
の
動
物
で
、
鼻
の
先
か
ら

お
し
り
ま
で
の
長
さ
は
40
～
60
㎝
、
体

重
６
～
10
㎏
の
中
型
哺
乳
類
で
す
。
姿

は
タ
ヌ
キ
に
似
て
い
ま
す
が
、
尾
が
長

く
、
５
～
10
本
の
黒
い
輪
（
し
ま
模

様
）
を
持
っ
て
お
り
、
特
定
外
来
生
物

(

注
1)

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

77
年
の
ア
ニ
メ
番
組
放
映
を
き
っ
か

け
に
、
ペ
ッ
ト
な
ど
と
し
て
日
本
に
大

量
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
逃
亡
し
た

り
、
家
庭
で
飼
い
き
れ
ず
に
野
外
に
放

さ
れ
た
も
の
の
一
部
が
野
生
化
し
、
全

国
で
分
布
す
る
な
ど
急
激
に
生
息
数
を

増
や
し
て
お
り
、
人
家
に
住
み
着
い
た

り
、
農
作
物
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し

た
り
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ど
ん
な
も
の
を
食
べ
る
の
？ 

 

雑
食
性
で
、
植
物
の
果
実
、
種
、
昆

虫
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
カ
エ
ル
な
ど
の
小
動

物
、
鳥
や
カ
メ
の
卵
、
魚
な
ど
の
ほ
か
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
シ
、
ス
イ
カ
な
ど

農
作
物
を
食
べ
ま
す
。
ま
た
、
ド
ー
ナ

ツ
や
甘
い
菓
子
な
ど
は
大
好
物
で
す
。 

↑  

（左）金属パイプに絶縁テープを巻いて
ガイシ替わりにしている。 

（右）イボ支柱（金属管を樹脂被覆して
いるもの）に直接、柵線を巻いている。 

＊どちらも絶縁効果が低く漏電の原因
です。 

アライグマ、タヌキ、ハクビシン、アナグマの特徴 

宮
崎
県
に
は
生
息
し
て
い
る

の
？ 

 

九
州
で
は
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎

県
、
熊
本
県
及
び
大
分
県
で
は
既
に
生

息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
宮
崎
県
内
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
県
北
で
は
、
無

人
カ
メ
ラ
等
に
そ
の
姿
が
撮
影
さ
れ
る

な
ど
、
本
県
で
の
生
息
も
疑
わ
れ
て
い

ま
す
。 

ア
ラ
イ
グ
マ
が
い
た
ら
ど
う
な

る
の
？ 

 

家
の
屋
根
裏
や
空
き
家
な
ど
に
住
み

着
く
と
、
糞
尿
に
よ
り
異
臭
が
す
る
な

ど
、
不
衛
生
な
状
態
に
な
り
ま
す
。 

 
繁
殖
力
も
旺
盛
で
、
１
回
に
つ
き
３

～
６
頭
を
出
産
し
ま
す
。
国
内
に
天
敵

が
い
な
い
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
増
え

続
け
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
性
格
が
凶
暴
で
あ
る
た
め
、

不
用
意
に
捕
獲
し
よ
う
と
し
て
追
い
詰

め
た
り
す
る
と
、
噛
み
つ
か
れ
る
危
険

が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

今
後
の
対
応 

 

生
息
調
査
を
進
め
、
各
市
町
村
で
の
生

息
状
況
を
確
認
し
、
生
息
が
確
認
さ
れ
た

ら
、
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
そ
し
て
、
捕
獲
従
事
者
を
養
成

す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
捕
獲
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
注
１
）
特
定
外
来
生
物 

 

も
と
も
と
日
本
に
い
な
か
っ
た
外
来
生
物
の
う
ち
、
生
態
系
な

ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
を
特
定
外
来
生
物
と
し
て
指
定
し
、
飼

育
・
栽
培
・
保
管
・
運
搬
・
販
売
・
譲
渡
・
輸
入
が
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 



○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
。 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
。 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆ 

②△△△△△△△△ 

 

管
内
で
は
、
鳥
獣
被
害
の
広
域
化

や
シ
カ
の
生
息
地
域
拡
大
が
課
題
で

あ
り
、
推
進
部
会
で
捕
獲
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

①
大
型
囲
い
わ
な
の
設
置
実
習 

 

こ
れ
ま
で
、
マ
イ
ス
タ
ー
取
得
者

の
技
術
向
上
も
兼
ね
、
モ
デ
ル
集
落

や
実
証
ほ
で
簡
易
防
止
柵
の
設
置
実

習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度

は
周
囲
約
３
百
ｍ
の
大
型
囲
い
わ
な

の
設
置
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
管
内

で
は
各
種
囲
い
わ
な
や
捕
獲
檻
が
設

置
さ
れ
、
餌
付
け
方
法
等
、
野
生
動

物
と
の
知
恵
比
べ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
飼
料
畑
で
の
大
型
囲
い
わ
な
に

つ
い
て
も
更
に
効
果
的
な
捕
獲
の
検

討
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
畜
疾
病
発
生
時
の
対
応
等
、
新
た

な
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。 

②
狩
猟
免
許
保
持
者
数
の
確
保 

 
 

捕
獲
対
策
は
地
元
猟
友
会
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
銃
免

許
を
持
つ
人
の
高
齢
化
を
心
配
す
る

声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

3
月
現
在
の
狩
猟
免
許
の
内
訳
を
分 

析
し
報
告
し
ま
し
た
。
管
内
の
狩
猟 

 

免
許
保
持
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
逆
に
わ
な
免
許
保
持
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

者
一
人
当
た
り
の
捕
獲
数
や
10
頭
以

上
の
捕
獲
者
数
も
、
わ
な
が
銃
（
第

１
種
）
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
国
有
林
内

の
わ
な
設
置
許
可
に
つ
い
て
、
管
轄

部
署
か
ら
前
向
き
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
駆
除
を
依
頼
す
る

農
業
者
か
ら
は
、
狩
猟
免
許
保
持
者

確
保
対
策
と
し
て
、
免
許
試
験
を
西

諸
県
で
も
実
施
で
き
な
い
か
と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

管
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
が
広

報
誌
等
で
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

連
載
す
る
等
、
意
識
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
本
年
度
は
Ｊ
Ａ
や
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
も
鳥
獣
被
害
対
策
の
広
報
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
地
域

特
命
チ
ー
ム
推
進
部
会
一
体
と
な
り

鳥
獣
被
害
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

西
諸
県
地
域 

大型囲いわな設置実習 

 

鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル
集
落
の
北

方
町
上
崎
集
落
で
は
、
平
成
25
年
に

共
同
作
業
で
防
護
柵
の
設
置
を
行
い
、

集
落
全
体
で
そ
の
後
の
管
理
作
業
や

追
い
払
い
活
動
を
行
う
等
、
鳥
獣
被

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
８
月
５
日
に
鳥
獣
被
害

対
策
リ
ー
ダ
ー
役
員
会
を
開
催
し
、

鳥
獣
被
害
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

や
、
将
来
の
集
落
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
体
的
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 

リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
、
追
い
払
い
活

動
の
さ
ら
な
る
強
化
や
、
集
落
内
の

狩
猟
免
許
取
得
者
を
増
や
し
て
捕
獲

対
策
の
強
化
を
図
る
等
の
、
具
体
的

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
さ

れ
た
結
果
は
ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
み
、

今
後
、
具
体
的
な
対
策
の
実
施
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
８
月
20
日
に
は
上
崎
集
落

の
リ
ー
ダ
ー
、
関
係
機
関
職
員
計
７

名
が
参
加
し
、
本
地
区
同
様
に
金
網

柵
を
設
置
し
て
い
る
日
之
影
町
小
崎

集
落
の
侵
入
防
止
柵
の
管
理
体
制
等

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
視
察
で
は
、
町
の
担
当
者
か

ら
事
業
概
要
の
説
明
の
他
、
集
落
代

表
者
か
ら
、
金
網
柵
の
設
置
状
況
や

管
理
状
況
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

小
崎
集
落
で
は
、
週
１
回
は
柵
の

見
回
り
を
行
う
等
の
管
理
体
制
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
上
崎
集
落
で

の
今
後
の
柵
の
管
理
体
制
の
充
実
に

向
け
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

東
臼
杵
（北
部
）地
域 

 

ま
た
９
月
18
日
に
は
、
北
川
町
に

お
け
る
次
期
鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル

集
落
候
補
地
で
あ
る
本
瀬
口
地
区
の

状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

北
川
の
支
流
で
あ
る
小
川
に
隣
接

し
、
普
通
期
水
稲
が
栽
培
さ
れ
る
約

７
㏊
は
、
被
害
が
激
し
い
場
所
か
ら

耕
作
放
棄
地
が
広
が
り
、
現
在
1
㏊

が
荒
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
主
な
害

獣
は
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
で
、
小
川
を

渡
っ
た
獣
が
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い

竹
藪
に
多
く
潜
み
、
そ
こ
か
ら
夜
間

に
侵
入
す
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
竹
藪
の
除
去
作
業
の
必

要
性
を
区
長
・
土
地
改
良
区
及
び
市

と
検
討
し
ま
し
た
。
効
果
的
な
鳥
獣

被
害
対
策
の
最
初
の
手
順
と
し
て
、

ま
ず
は
「
み
ん
な
で
勉
強
」
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

地
区
住
民
と
意
識
の
統
一
を
図
る
た

め
の
勉
強
会
を
10
月
の
水
稲
収
穫
終

了
時
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

日之影町小崎集落の視察状況 


